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第３学年社会科学習指導案
単 元 名「わたしたちのくらしと商店」

１ こんな子どもたちだから

○ 子どもたちは，４月からの社会科の学習で，自分の校区の様子や福岡市の様子について学習して

。 ， ， ， 。きた そこで 自分の視点をもち それぞれの場所の様子について 意欲的に調べる姿が見られた

本単元においては，販売活動に携わる人々の工夫や努力を調べることを通して，自分の生活が支え

られていることを理解することを期待したい。

○ 子どもたちはこれまで，自分の校区についてどのような様子なのかを調べるために校区探検を行

い，調べてきたことを校区地図にまとめてきている。また，福岡市について，特色ある場所をそれ

， ， 。ぞれの視点を元に調べることを通して 校区と福岡市とを比較し 自分の考えをつくってきている

２ こんな教材で ３ こんな支援で

（つかむ段階）本単元では 個人商店 スーパーマーケット， 、 、

大きなスーパーを教材化する。これらの事例を ・ なぜ，お家の人が地域の様々な店に買い物

教材化することは「事実を整理する図」をど に行っているかについて追究の視点をもたせ，

のように活用すべきかというテーマを検証する るために，予想について話し合い，どのよう

上で次のような価値があると考えられる。 なことを調べたらよいかを図に整理する。

（さぐる段階）上記の三店舗は客のニーズに応えるために，

数多くの販売に関する工夫を行っている。子ど ・ 個人商店，スーパーマーケット，大きなス

も達は調べ学習を通して数多くの事実を得るこ ーパーの特色を追究させるために，それぞれ

とができるであろう。しかし，子どもたちが得 の店に見学に行き，調べたことをカードに書

た 数多くの事実の中には，学習問題とのつなが かせる。

り が見い出せなかったり，もれや重複があった ・ 子どもたちが得た事実を整理していくため

り することが考えられる。そこで，図を使って に，カードに書いた事実を図に視点ごとに

視 点ごとに事実を整理していく。 ま とめさせ，その図をもとに学習問題とのつ

また 視点ごとに事実を図に整理することで な がりを吟味しながら全体で話し合う。， ，

（まとめる段階）販売の工夫に関する事実同士のつながりに気付

くことが期待できる。 ・ 学習問題の答えを明らかにするために，図

を使ってこれまでに学習した各店の特色につ

いて話し合う。

４ こんな子どもの姿に

○ 地域の商店で働く人々の姿を通して，そこで働く人々の様子について関心をもち，地域の一員と

しての自覚をもつことができる。

○ 個人商店・スーパー・大きなスーパーの販売の様子を比較しながら考えをもち，そこで働く人々

や友達の考えのよさを受け入れながら自分の考えを見直し，これからの自分の行いについて考える

ことができる。

， ， ，○ 個人商店・スーパー・大きなスーパーの様子を資料 インタビュー 見学調査することを通して

。自分の考えを表現物にまとめ，話し合うことができる

○ 個人商店・スーパー・大きなスーパーで働く人々の工夫や努力について理解することができる。
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５ 指導計画（２０時間）

配時学 習 活 動 と 内 容 教師の支援

１ お家の人の買い物調べを行い，家の人の買い物の特色につい ２

て話し合う。

（１） 買い物調べの計画を立てる。 ○ 一週間の買い物調べを①

・買い物に行く場所 ・何を買うか 行うために保護者にも協

・その場所に買いに行くわけ 力を促す。

（２） アンケート結果から，家の人によって買い方や買う店○ クラス全体の結果がわ

が違うことについて話し合う。 かるように，買い物に行①

食料品や日用品が多い。 った店を地図で表した

り，店ごとの人数をグラ

・個人商店 フ化したりする。

・スーパーマーケット

・大きなスーパーマーケット

お家の人は，食料品や日用品を近くのいろいろなお店で買

っている。

２ 近所の店を調べる計画を立てる。 ○ お家の人が地域の様々

（１） 買い物調べの結果から，近所の店を調べるための学習問 な店に買い物に行ってい

題をつくる。 ることに疑問をもたせる２

ために，買い物調べの結①学習問題

つ 果から，お家の人がそのなぜ，お家の人はいろいろなお店に買い物に行くのだろう。

か （２）調べる計画を立てる。 店で買い物をする理由か

む （考えられる子どもの予想） ら学習問題につなげられ

スーパー 大きなスーパー るようにする。 ①せんしょう（個人商店）

・やさしいから ・何でもそろう ・楽しいから

・安くしてくれる ・割引があるから ・食事もできて便利

・珍しい物がある ・チラシの情報 ・駐車場が広い

／ ・新鮮だから ・タイムサービス ・ブランド食品

それぞれのお店の工夫を調べよう。

３ 個人商店の特色について調べる。 ５

（１）個人商店に見学に行き，個人商店の特色を調べる。 ○ 調べることが明確にな②

・お客さんとのやりとり ・品物がどのくらい新鮮か るように見学プリントに

・魚はどのくらい売っているか 追究する視点を明記して

（２）調べた事実を図に整理する。 おく。 ①

， 。○集めた事実をカードに書き 自分なりに図にまとめていく

（３）事実を整理した図をもとに中間交流を行う。 ①
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○ 「学習問題との整合性はどうか 「事実の漏れや重なり」，

さ はないか」などを少数グループで話し合う。

ぐ （４）図をもとに，個人商店の特色について話し合う。 ①

なぜ，お家の人はいろいろなお店に買い物に行くのだろう。る

個人商店の工夫を調べよう。

新鮮さ やさしさ 品ぞろえ

・その日にとれた魚 ・食べやすいように切っている。 ・４０種類以上の魚介類

・生きている魚 ・おまけしてくれる。 ・珍しい品物

・毎朝仕入れている。 ・おいしい魚を教えてくれる ・外国からの物

個人商店はおいしい魚を必要な分だけ買うことができる。

４ スーパーマーケットＡ店について調べる。 ５

（１）スーパーマーケットＡ店に見学に行き，スーパーマーケッ○ 調べることが明確にな②

トの特色を調べる。 るように見学プリントに

・品物は安いのか ・どんな商品が売ってあるのか。 追究する視点を明記して

・サービスはどんなものか ・商品は安心できるものか おく。。 。

（２）調べた事実を図に整理する。 ①

， 。○集めた事実をカードに書き 自分なりに図にまとめていく

（３）事実を整理した図をもとに中間交流を行う。 ①

○ 「学習問題との整合性はどうか 「事実の漏れや重なり」，

はないか」などを少数グループで話し合う。

（４）図をもとに，スーパーマーケットＡ店の特色について話し合う。 ①

なぜ，お家の人はいろいろなお店に買い物に行くのだろう。 本

時

スーパーマーケットＡ店の工夫を調べよう。

安 さ サービス 安心・安全 品ぞろえ

・他店よりも惣菜が安い ・買い物しやすい広い通路 ・賞味期限の管理 ・約１万種類の商品

・大量に仕入れて価格を下げる。 ・レジが５つあって待たせない。 ・冷蔵（凍）庫での保存 ・食料品だけでなく日用品も

・安売りのチラシ ・産地の明記

スーパーマーケットＡ店はふだんの生活で使う物をまとめて買うことができる。
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５ 大きなスーパーについて調べる。 ５

（１）大きなスーパーＢ店に見学に行き，大きなスーパーマ○ 調べることが明確にな

ーケットの特色を調べる。 るように見学プリントに

・専門店がどのくらいあるか。 ・どんな品物があるか。 追究する視点を明記して

・駐車場の広さはどのくらいか・レストランは何軒か。 おく。。

（２）調べた事実を図に整理する。

， 。○集めた事実をカードに書き自分なりに図にまとめていく

（３）事実を整理した図をもとに中間交流を行う。

○ 「学習問題との整合性はどうか 「事実の漏れや重なり」，

はないか」などを少数グループで話し合う。 ②

（４）図をもとに，大きなスーパーＢ店について話し合う。

なぜ，お家の人はいろいろなお店に買い物に行くのだろう。

大きなスーパーＢ店の工夫を調べよう。 ①

①

楽しさ 品ぞろえ 便利さ

・いろんな物が帰る。 ・ブランド（食）品 ・２５００台分の駐車場

①・イベント ・世界各地からの品物 ・何でもそろう専門店

・みんなで食事ができる。 ・買い物ついでに食事

／ 大きなスーパーＢ店は買い物するだけでなく食事もでき一日いてもあきない楽しさがある。

６ これまで調べてきたことをもとに，お家の人がいろいろなお １

店に買い物に行く理由について話し合う。

ま ○ これまでの学習で，作成した図を使って，各店の特色につ○ これまでの「事実を整

と いて比較していく。 理する図」を教室に掲示

め これまでの学習で，僕たちの家の近くにあるお店は，お客 しておく。

る さんのために数多くの工夫をしていることがわかりました。

ふだんの生活で必要な物はスーパーマーケットに行けばそろ

えることができます。でも，買い忘れがあったり，何か特別

な物がほしいときには個人商店に行けばお店の人がおすすめ

の物を必要な分だけ売ってくれます。また，忙しくて休みの

日にしか買い物に行けない場合は，大きなスーパーに車で行

ってまとめ買いすることができます。そこには飲食店もたく

さんあり，家族全員で時間をかけて買い物ができます。

お家の人は，買い物に行く時間や必要な物が何かなどを考

えてこれらのお店を使い分けていることがわかりました。
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第３学年本時指導案

社会科研究室

「事実を整理する図を使った全体交流 （１４／２０）１ 本時 」

２ 本時の目標

○ スーパーマーケットＡ店の販売の工夫について 「安さ 「サービス 「品揃え 「安， 」 」 」

心・安全」の４つの視点から図を使って事実をもとに話し合い，〇〇〇〇町店の販売

の工夫を理解することができる。

３ 本時指導の考え方

○ 児童は前時までに 見学などを通して スーパーマーケットＡ店の特色について 安， ， 「

さ 「サービス 「品揃え 「安心・安全」の４つの視点から調べてきている。また，」 」 」

自分の得た事実を図に整理し，事実と学習問題とのつながりについて少人数のグル

ープで検討し合っている。

本時は，代表児童の図をもとに，付加・修正を行いながら，これまで得た事実と

学習問題とがどのようにつながるかを全体で話し合う。そのために，特に次のよう

な手だてをとっていく。

○ 図を活用し，事実と学習問題とのつながりを吟味する交流活動の工夫

まず，代表児童の図と自分の図とを比較させながら付け加える事実がないかにつ

いて話し合う。

次に 「安さ 「サービス 「品揃え 「安心・安全」の４つの視点について調べた， 」 」 」

それぞれの事実について 「なぜ，学習問題とつながるのか 」や「なぜ，その視点， 。

だと考えたのか」といった発問を行い，一つ一つの事実について吟味していく。

交流の終盤に，教師が提示した資料をもとにスーパーマーケットＡ店の販売の工

夫について考える。その際，図に示された視点で資料を見ることができるように，

「どの視点に入る物か」と発問しておく。

最後に，授業前までの自分の図と，本時で完成した図とを比較させながら，スー

パーマーケットＡ店の販売の工夫についての自分の考えを書かせる。

板書計画

Ａ店

Ａ店
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４ 本時の展開

主な学習活動と内容 テーマ・主張点とのかかわり

１．本時のめあてを確認する。

これまで調べてきたことをもとに，図を使ってス

ーパーマーケットＡ店の工夫をまとめよう。

調べた事実と学習問題との２． 代表児の図をもとに，スーパーマーケットＡ店 ○

つながりを意識しながら発表の工夫について話し合う。

（例）代表児童の図 ようにするために，見できる

学の時の様子の写真を掲示しなぜ，お家の人はいろいろなお店に買い物に行くのだろう。
たり，子どもが調べた事実に

スーパーマーケットＡ店の工夫を調べよう。 関わる写真を準備したりして

おく。

調べた事実と学習問題との○

安心・安全 安 さ サービス 品ぞろえ ようにつながりを見い出せる

するために 「なぜ，学習問・安心マーク ・ジュースが６０円 ・店内のかざり ・約１万種類の商品 ，

題とつながるのか 」や「な・魚や肉が国産 ・通路が広い ・種類によって分けら 。

， 」・おすすめの品を知 れている。 ぜ その視点だと考えたのか

といった発問を行い，一つ一らせるマーク

※ 視点ごとに調べているが事実の数が不十分。 つの事実を吟味しながら，教

※ どの視点に入れてよいかわからない事実がある 師が板書で整理していく。。

○ 質問や付け加えを行う。

○ 視点ごとに整理できなかった事実のまとめ方

を話し合う。

これまでに追究してきた視３． 新たな資料からスーパーマーケットＡ店の工夫 ○

点で資料を読み取ることがでについて話し合う。

○ 牛乳売り場の写真 ようにするために 「こきる ，

・安い牛乳（安さ） ・賞味期限（安心・安全） の資料がどの視点に入るか」

・きれいに並べている （サービス） という観点を与える。。

・豊富な種類(品ぞろえ)

全ての面で販売の工夫が見られる。

学習４ 「今日の学習で」を書く。 ○ 「今日の学習で」に，．

問題に対する事実に基づいたスーパーマーケットＡ店では，安売りをしたり，

品物をお客さんが取りやすいように並べていたりし ようにす自分の考えを書ける

ている。売っている品物は新しくて安心できるし， るために，自分の図と板書の

種類も多いから，ふだんの生活に使う物がここでま 図を比較させながら，自分の

とめて買えるね。 考えの変容を書かせる。


